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１ 問題の所在



















































































































































































































1 から 14 は、学習活動冒頭の会話である。6 Is は、『枕草子』は季節の言葉を「ぼかして言































































第 3 時のプロトコルによって、Is が①『枕草子』は具体的な表現で描かれている、②『枕
草子』の方が『古今和歌集』に比べ、描写が細かくなっている、③『枕草子』と『古今和歌集』
に取り上げられている季節の風物はほぼ異なる、という 3点に気づいていたことが判明した。










































































第 1時の時点で『枕 図1. 『枕草子』と『古今和歌集』の比較考察がもたらす効果
草子』の模倣になっ
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